
花
粉
発
生
源
対
策
の
趣
旨

花粉の少ない森林づくりに向けて
－林野庁による花粉発生源対策の取組－

特集

ス
ギ
は
、
成
長
が
早
く
、
加
工
し
や
す
い
た

め
、
古
く
か
ら
各
地
で
植
え
ら
れ
、
建
築
材

や
家
具
材
な
ど
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
戦
後
は
、
荒
廃
し
た
国
土
の
復
旧

や
、
高
度
経
済
成
長
期
の
旺
盛
な
木
材
需
要

に
応
え
る
た
め
、
ス
ギ
を
中
心
と
す
る
人
工
林

の
植
林
が
進
め
ら
れ
、
我
が
国
の
人
工
林
は

約
１
千
万
ha
ま
で
達
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

ス
ギ
の
人
工
林
は
、
全
人
工
林
の
約
４
割
を
占

め
て
お
り
、
現
在
で
は
、
そ
の
半
分
以
上
が

50
年
生
以
上
の
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ス
ギ
は
、
20
年
生
程
度
以
降
か
ら
花
粉
を

飛
散
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
森
林
資
源
の
循

環
利
用
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
花
粉
発

生
源
と
な
る
ス
ギ
人
工
林
を
花
粉
の
少
な
い

森
林
に
植
え
替
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資料：林野庁「森林資源の現況」（令和４年３月３１日現在）
※ 「人工林、天然林、その他」のうち、「その他」とは竹林と無立木地の合計。
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花
粉
症
対
策
の
全
体
像

政
府
全
体
と
し
て
、
花
粉
症
対
策
の
取
組

を
進
め
る
た
め
、
令
和
５
年
４
月
に
「
花
粉

症
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
同
５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
の

会
議
で
は
、「
発
生
源
対
策
」、「
飛
散
対
策
」、

「
発
症
・
曝
露
対
策
」
を
三
本
柱
と
す
る
「
花

粉
症
対
策
の
全
体
像
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

同
全
体
像
で
は
、「
発
生
源
対
策
」
と
し
て

は
、
10
年
後
に
は
花
粉
発
生
源
と
な
る
ス
ギ

人
工
林
を
現
状
か
ら
約
２
割
減
少
さ
せ
、
将

来
的
（
約
30
年
後
）
に
は
半
減
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え

等
の
加
速
化
、
ス
ギ
材
需
要
の
拡
大
、
花
粉

の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
飛
散
対
策
」
と
し
て
は
、
ス
ギ
花

粉
飛
散
量
の
予
測
、
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
防
止
、

「
発
症
・
曝
露
対
策
」
と
し
て
は
、
花
粉
症
の

治
療
、
花
粉
症
対
策
製
品
の
普
及
、
予
防

行
動
の
周
知
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

発生源対策

国土交通省省

林野庁

林野庁

林野庁

１０年後には花粉発生源のスギ人工林を約２割減少させることを目指す。スギ人工林由来の花粉が約２割減少
すれば、花粉量の多かった今シーズンであっても平年並みの水準まで花粉量を減少させる効果が期待できる。
また、将来的（約３０年後）には花粉発生量の半減を目指す。

● スギ人工林の伐採・植替え等の加速化
スギ人工林の伐採を約５万ha/ 年→（１０年後）約７万ha/年まで増加させるとともに、
花粉の少ない苗木や他樹種による植替え等を推進
▶ 花粉発生源となるスギ人工林の減少スピードを約２倍に
　（花粉発生源スギ人工林減少推進計画（略称：スギ伐採加速化計画））

・スギ材需要の拡大
住宅分野でのスギ材製品への転換促進、木材活用大型建築の新築着工面積の倍増等
－ スギ製材・合板・集成材等のＪＡＳ材の増産に向けた加工流通施設の国内整備の支援、国産材の利用割合
　　の低い横架材等について輸入材を代替可能な製品を製造する技術の普及等、安定供給体制の構築
　－ ＪＡＳ規格・建築基準の合理化
　－ 国産材を活用した住宅に係る表示の仕組みの構築（花粉症対策への貢献度を明示）
　－ 建築物に係るライフサイクルカーボンの評価方法の構築（３年を目途）
　－ 住宅生産者による花粉症対策の取組の見える化　等
⇒ 需要を１,２４０万㎥→（１０年後）１,７１０万㎥（４７０万㎥増）に拡大

・花粉の少ない苗木の生産拡大
－ 国・自治体等における苗木生産体制の短期的かつ集中的な整備
▶ １０年後には花粉の少ないスギ苗木の生産割合をスギ苗木全体の９割以上に引上げ

・林業の生産性向上及び労働力の確保
労働力の大幅な減少が見込まれる中、
－高性能林業機械の導入支援等により生産性を向上
－外国人材の受入れ拡大、新規就業者の確保・育成、処遇の改善、農業など他産業との連携、地域おこし
　　協力隊との連携等により、労働力の減少に歯止めをかけ、１０年後も現在と同程度の林業人材を確保

5 2024.1 No.202 林野



「
初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

と
令
和
５
年
度
補
正
予
算

　

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
の
会
議

で
は
、「
花
粉
症
対
策
の
全
体
像
」
に
基
づ
き
、

初
期
の
段
階
か
ら
集
中
的
に
実
施
す
べ
き
対

応
と
し
て
、「
花
粉
症
初
期
集
中
対
応
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
本
年
度
中
に
「
ス

ギ
人
工
林
伐
採
重
点
区
域
」
を
設
定
し
て
、

ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
等
を
加
速
す

る
と
と
も
に
、
ス
ギ
材
の
住
宅
分
野
等
で
の

需
要
拡
大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡

大
な
ど
の
取
組
を
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
受
け
て
、
令
和
５
年
度

補
正
予
算
で
は
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植

替
え
等
を
加
速
化
す
る
た
め
、「
ス
ギ
人
工
林

伐
採
重
点
区
域
」
を
対
象
に
、

❶　
「
花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
促
進

　

事
業
」
と
し
て
、
森
林
経
営
計
画
の
未
策

　

定
森
林
に
お
け
る
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・

　

植
替
え
に
植
替
促
進
費
（
最
大
35
万
円
／

ha
）
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
林
業
経
営

　

体
に
よ
る
森
林
所
有
者
へ
の
伐
採
・
植
替

　

え
の
働
き
か
け
に
植
替
活
動
金
（
12
万
円

／
ha
）
を
交
付

❷
「
林
相
転
換
特
別
対
策
（
特
定
ス
ギ
人
工

林
）」
と
し
て
、
ス
ギ
人
工
林
に
お
け
る
伐
採

か
ら
造
林
ま
で
の
一
貫
作
業
に
対
す
る
支
援

す
る

な
ど
の
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
ス
ギ
人
工
林
伐
採
重
点
区
域
」
は
、

全
国
の
ス
ギ
人
工
林
の
約
２
割
が
該
当
す
る

よ
う
に
、
都
道
府
県
が
、
①
県
庁
所
在
地
等

か
ら
50
㎞
圏
内
に
あ
る
ま
と
ま
っ
た
ス
ギ
人

工
林
や
、
②
ス
ギ
人
工
林
の
分
布
状
況
や
気

象
条
件
等
か
ら
、
ス
ギ
花
粉
を
大
量
に
飛
散
さ

せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
都
道
府
県
が
特
に
認

め
る
森
林
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
花
粉
症
初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
林
野
庁
の
取
組

10
年
後
に
花
粉
発
生
源
の
ス

ギ
人
工
林
を
約
２
割
減
少
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
花
粉
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で

も
、
平
年
並
み
の
水
準
ま
で
減

少
さ
せ
る
効
果
が
期
待
。
将
来

的
（
約
30
年
後
）
に
は
花
粉
発

生
量
の
半
減
を
目
指
す
。

（
１
）
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植

　
　
替
え
等
の
加
速
化

・　

本
年
度
中
に
「
ス
ギ
人
工
林
伐
採

重
点
区
域
」
を
設
定

・　

伐
採
・
植
替
え
の
一
貫
作
業
と
路
網

整
備
の
推
進

・　

意
欲
あ
る
林
業
経
営
体
へ
の
森
林

の
集
約
化
の
促
進

１．
発
生
源
対
策

齢級別スギ人工林の面積
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花
粉
飛
散
防
止
剤
の
開
発

　

こ
れ
ま
で
、
林
野
庁
で
は
、
ス
ギ
花
粉
の

飛
散
を
防
止
す
る
薬
剤
と
し
て
、「
シ
ド
ウ
ィ

ア
菌
」
と
「
パ
ル
カ
ッ
ト
」
の
開
発
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。

　
「
シ
ド
ウ
ィ
ア
菌
」
は
、
ス
ギ
の
雄
花
だ
け

に
感
染
し
て
、
雄
花
を
枯
死
さ
せ
る
菌
類
で

す
。
こ
れ
ま
で
、（
国
研
）
森
林
研
究
・
整
備

機
構
が
、
シ
ド
ウ
ィ
ア
菌
を
人
為
的
に
散
布

し
て
、
雄
花
を
枯
死
さ
せ
る
技
術
を
開
発
し

て
き
ま
し
た
。

　
「
パ
ル
カ
ッ
ト
」
は
、
食
品
添
加
物
の
ト
リ

オ
レ
イ
ン
酸
ソ
ル
ビ
タ
ン
を
基
に
製
造
さ
れ

る
薬
剤
で
、
秋
期
に
ス
ギ
に
散
布
す
る
と
、

雄
花
の
細
胞
が
衰
え
る
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ

れ
、
翌
春
の
花
粉
量
を
低
減
さ
せ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
東
京
農
業
大
学
が
、
パ
ル
カ
ッ
ト

の
実
用
化
に
向
け
た
開
発
を
進
め
て
き
て
お

り
、
既
に
、
地
上
散
布
に
つ
い
て
は
、
農
薬

登
録
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

両
剤
と
も
、実
用
化
に
向
け
て
は
、効
果
的
・

効
率
的
な
散
布
技
術
の
開
発
や
薬
剤
の
改
良

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
林
野
庁

で
は
、「
飛
散
対
策
」
の
一
環
と
し
て
、
令
和

５
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
、
花
粉
飛
散
防
止

剤
の
実
証
試
験
や
環
境
影
響
調
査
の
実
施
を

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
ス
ギ
花
粉
飛
散
量
の
予
測

・　
ス
ギ
雄
花
花
芽
調
査
の
民
間
提
供

情
報
の
詳
細
化

・　
航
空
レ
ー
ザ
ー
計
測
に
よ
る
森
林
資
源

情
報
の
高
度
化
及
び
デ
ー
タ
の
公
開
を

推
進

（
２
）
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
防
止

・　
森
林
現
場
で
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
防
止

剤
の
実
証
試
験
・
環
境
影
響
調
査
を

実
施

（
２
）
ス
ギ
材
需
要
の
拡
大

・　
住
宅
分
野
に
お
け
る
輸
入
材
か
ら
ス
ギ

材
へ
の
転
換
促
進

・　
集
成
材
工
場
、保
管
施
設
等
の
整
備
支
援

・　
建
築
物
へ
の
ス
ギ
材
利
用
の
機
運
の
醸
成

（
３
）
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産

　
　
拡
大

・　
森
林
研
究
・
整
備
機
構
に
お
け
る
原
種

増
産
施
設
の
整
備
支
援

・　
都
道
府
県
に
お
け
る
採
種
園
・
採
穂

園
の
整
備
支
援

・　
民
間
事
業
者
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
苗
増

産
施
設
の
整
備
支
援

・　
ス
ギ
の
未
熟
種
子
か
ら
苗
木
を
増
産

す
る
技
術
開
発
支
援

（
４
）
林
業
の
生
産
性
向
上
及
び

　
　
労
働
力
の
確
保

・　
意
欲
あ
る
木
材
加
工
業
者
等
に
対

す
る
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
支
援

・　
農
業
・
建
設
業
等
の
他
産
業
、
他

地
域
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
連
携

の
推
進

・　
外
国
人
材
の
受
入
れ
拡
大

２
．
飛
散
対
策

高性能林業機械

 飛散防止剤により枯死した雄花

コンテナ苗生産施設
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今
春
の
ス
ギ
花
粉
飛
散
の

見
込
み
に
つ
い
て

「
花
粉
削
減
対
策
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
２
０
２
３
」の
開
催

お
わ
り
に

スギ・ヒノキ花粉削減対策シンポジウム２０２３のチラシ

講演会等花粉症対策製品の展示等

ス
ギ
雄
花
の
生
育
は
、
前
年
夏
（
６
月
〜
８

月
、
特
に
花
芽
が
分
化
す
る
６
月
）
の
気
象

条
件
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
夏
の
日
照
時

間
が
長
く
気
温
が
高
い
場
合
に
は
、
ス
ギ
雄

花
の
着
花
量
が
多
く
な
り
、
翌
年
春
の
花
粉

飛
散
量
も
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
花
粉
飛

散
量
が
多
い
年
の
翌
年
は
ス
ギ
雄
花
の
着
花

量
が
減
少
す
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
環
境
省

と
林
野
庁
が
ス
ギ
雄
花
花
芽
調
査
を
実
施
し

た
結
果
、
今
年
度
の
ス
ギ
雄
花
の
着
花
量
は
、

地
域
に
よ
り
大
き
な
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す

が
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
過
去
10
年

平
均
値
と
比
べ
る
と
、
同
程
度
か
、
や
や
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
同
時
期

と
比
較
し
て
も
、
一
部
を
除
い
て
、
多
く
の

都
府
県
で
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
春
に
お
け
る
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
量
は
、

前
年
秋
時
点
に
お
け
る
ス
ギ
雄
花
の
着
花
量

（
花
粉
生
産
量
）
に
大
き
く
依
存
し
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
補
助
事
業
に
よ
り
、
花
粉

発
生
源
対
策
に
関
す
る
最
新
の
取
組
を
紹
介

す
る
一
般
向
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、（
一
社
）

全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

12
月
に
埼
玉
県
で
、「
花
粉
症
削
減
対
策
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
林
野
庁
か
ら
「
花

粉
症
対
策
の
全
体
像
」
や
「
初
期
集
中
対
応

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
基
づ
く
取
組
を
紹
介
し
た

上
で
、
埼
玉
県
か
ら
、
ス
ギ
材
利
用
を
通
じ

た
花
粉
発
生
源
対
策
の
取
組
、（
国
研
）
林

木
育
種
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
花
粉
の
少
な
い
品

種
開
発
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
花
粉
量
予
測
の
た
め
の
雄
花

量
調
査
の
結
果
、
花
粉
と
気
候
の
関
係
、
花

粉
症
の
治
療
法
な
ど
に
つ
い
て
も
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
会
場
で
は
、
花
粉
の

少
な
い
ス
ギ
苗
木
や
空
気
清
浄
機
や
マ
ス
ク
な

ど
の
花
粉
対
策
製
品
の
展
示
、
埼
玉
県
産
材
に

よ
る
ス
ギ
製
品
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
は
、
４
府
県
で
林

業
関
係
者
を
対
象
と
す
る
「
花
粉
発
生
源
対
策

普
及
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
て
、
花
粉
発
生
源

対
策
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ギ
花
粉
症
の
有
病
率
は
、
既
に
人
口
の

４
割
以
上
に
達
し
て
お
り
、
森
林
・
林
業
関

係
者
に
は
、
花
粉
飛
散
量
の
削
減
に
向
け
て
、

花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
こ
れ
か
ら
、「
花
粉
症
対

策
の
全
体
像
」
に
基
づ
く
花
粉
発
生
源
対
策

の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係

者
の
皆
様
に
も
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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